
経営史学会関東部会大会（7 月） 

 
日 時：2017 年 7 月 22 日（土） 

会 場：法政大学市ヶ谷キャンパス 外濠校舎 S505 教室 
アクセス  キャンパス案内 

 

テーマ：『川越商工会議所資料と地域経済―地方商工会議所資料の検討―』 

司 会：落合 功（青山学院大学） 

 
1300   開 始 

1300-1310  川越商工会議所資料について 

老川慶喜（跡見学園女子大学） 

1310-1340  川越商業会議所の設立 

坂口 誠（東洋大学） 

1340-1410 営業税（名）課税標準申告書の査定過程における川越実業組合・川越商

工会の役割 

        幸野保典（明治大学） 

1410-1440  営業税（名）課税標準申告書綴からみる川越地域経済の変容 

        宮川英一（専修大学） 

1440-1450  休 憩 

1450-1520  高度成長期における商調協の役割 

松本和明（長岡大学） 

1520-1550  戦後川越市における商店街の活動 

        藤井英明（立教大学） 

1550-1620  コメント 1 牛米 努（明治大学兼任講師） 

        コメント 2 白戸伸一（明治大学） 

1620-1700  討 論 

1700   終 了 

 
※当日会場において、希望者に「川越商工会議所関係文書目録」（立教大学経済研究所編、

2011 年）の CD-ROM を差し上げます。 

※終了後、学内にて懇親会を予定しております。是非ご参加ください。 

※関東部会では、例会の報告者を募集しています。 

・若手会員（院生など）の方へ：全国大会での報告の前に、各部会・ワークショップで

の報告を積極的にご活用ください。経営史学会では部会の報告内容を全国大会で再度

報告することが認められています。 

・パネルを組織しての応募でも構いません。 

・報告希望の方は、宮崎忠恒（茨城大学）tadanobu.miyazaki.1976[アットマー

ク]vc.ibaraki.ac.jp までご連絡ください。 

以 上 


